
(57)【要約】

　【課題】　血管壁に存在する物質をカラー蛍光像とし

て撮像するための蛍光像取得用血管内視鏡装置を提供す

る。

　【解決手段】　血管内に挿入するファイバースコープ

を内蔵した誘導カテーテル、蛍光を励起する励起装置及

び蛍光像を受像する受像装置を有し、励起光を血管内に

照射して血管内物質が発する蛍光を２次元画像として観

察する血管内視鏡装置であって、水銀キセノンランプ光

源、ライトガイド部のファイバー数が１００～２００本

、イメージガイド部のファイバー数が７０００～９００

０本である石英ファイバースコープ、回転式励起フィル

ター及び受光フィルター並びに蛍光をカラー２次元画像

として撮像するための高感度デジタルカメラ、を具備す

ることを特徴とする蛍光像取得用血管内視鏡装置。

【選択図】  図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 血 管 内 に 挿 入 す る フ ァ イ バ ー ス コ ー プ を 内 蔵 し た 誘 導 カ テ ー テ ル 、 蛍 光 を 励 起 す る 励 起
装 置 及 び 蛍 光 像 を 受 像 す る 受 像 装 置 を 有 し 、 励 起 光 を 血 管 内 に 照 射 し て 血 管 内 物 質 が 発 す
る 蛍 光 を ２ 次 元 画 像 と し て 観 察 す る 血 管 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 水 銀 キ セ ノ ン ラ ン プ 光 源 、
ラ イ ト ガ イ ド 部 の フ ァ イ バ ー 数 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ 本 、 イ メ ー ジ ガ イ ド 部 の フ ァ イ バ ー 数 が
７ ０ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ０ 本 で あ る 石 英 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ 、 回 転 式 励 起 フ ィ ル タ ー 及 び 受 光 フ
ィ ル タ ー 並 び に 蛍 光 を カ ラ ー ２ 次 元 画 像 と し て 撮 像 す る た め の 高 感 度 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 を
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 像 取 得 用 血 管 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 励 起 フ ィ ル タ ー の 透 過 波 長 が ３ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ 、 受 光 フ ィ ル タ ー の 透 過 波 長 が ３
５ ０ ｎ ｍ ～ ８ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 血 管 内 に 存 在 す る 物 質 を ２ 次 元 カ ラ ー 蛍 光 像 と し て 撮 像 す る た め の 血 管 内 視
鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 急 性 心 筋 梗 塞 や 不 安 定 狭 心 症 は 、 冠 動 脈 動 脈 硬 化 性 病 変 （ プ ラ ー ク ） が 崩 壊 し 、 そ こ へ
血 栓 が 形 成 さ れ 発 症 す る 重 篤 な 疾 患 で あ る 。 こ の 崩 壊 し や す い プ ラ ー ク は 不 安 定 プ ラ ー ク
と 呼 ば れ て い る 。 も し 、 こ の プ ラ ー ク が あ ら か じ め 診 断 で き れ ば 、 急 性 心 筋 梗 塞 や 不 安 定
狭 心 症 の 発 症 が 予 知 で き 、 予 防 処 置 も と る こ と が 出 来 る 。 し か し な が ら 、 現 在 存 在 す る い
か な る 検 査 法 を も っ て し て も 、 そ れ を 検 出 す る 確 実 な 検 査 法 は 見 当 た ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 プ ラ ー ク は 、 膠 原 繊 維 に よ っ て 崩 壊 か ら 守 ら れ て い る 。 す な わ ち 安 定 化 さ れ て い る 。 そ
こ へ リ ポ 蛋 白 質 、 特 に 悪 玉 コ レ ス テ ロ ー ル と 一 般 的 に 呼 ば れ て い る 低 比 重 リ ポ プ ロ テ イ ン
（ Ｌ Ｄ Ｌ ） の う ち の 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ （ 酸 化 低 比 重 リ ポ プ ロ テ イ ン ） が 沈 着 す る と 、 マ ク ロ フ ァ
ー ジ が 血 管 内 腔 よ り 侵 入 し 膠 原 繊 維 を 破 壊 し プ ラ ー ク を 不 安 定 化 さ せ る 。 そ こ へ 、 さ ら に
脂 質 が 沈 着 し 、 反 応 性 に カ ル シ ウ ム 結 晶 や コ レ ス テ ロ ー ル 結 晶 が 沈 着 し さ ら に 不 安 定 化 さ
せ る 。 マ ク ロ フ ァ ー ジ は 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ を 取 り 込 み 、 泡 沫 細 胞 へ 変 化 す る 。 し た が っ て 、 膠 原
繊 維 が 存 在 せ ず 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ が 豊 富 に 沈 着 し て い れ ば 不 安 定 プ ラ ー ク と 診 断 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か る と こ ろ 、 本 発 明 者 は 、 Ｓ Ｏ 3

- 基 を 有 す る 青 色 色 素 及 び ホ ミ ジ ウ ム が 、 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ
、 Ｌ Ｄ Ｌ 、 Ｖ Ｌ Ｄ Ｌ 、 Ｉ Ｄ Ｌ 、 Ｈ Ｄ Ｌ 及 び こ れ ら を 構 成 す る 成 分 に 結 合 し 、 特 定 波 長 の 励
起 光 を 照 射 し た 場 合 に 、 そ の 種 類 に 応 じ て 固 有 の 蛍 光 を 発 す る こ と を 見 出 し た 。 従 っ て 、
こ れ ら の 蛍 光 像 を 血 管 内 で カ ラ ー 画 像 と し て 撮 像 で き れ ば 、 不 安 定 プ ラ ー ク の 診 断 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 消 化 管 、 気 管 支 な ど で は 太 い 内 視 鏡 を 用 い 蛍 光 撮 影 が 用 い ら れ て い る が （ 例 え ば
特 許 文 献 １ ） 、 血 管 に つ い て は 、 挿 入 で き る 内 視 鏡 の 太 さ は せ い ぜ い １ ． ５ mm（ 外 径 ） で
あ り 、 光 量 が き わ め て 少 く 蛍 光 像 を カ ラ ー で 撮 影 す る こ と が 殆 ど 出 来 ず 、 特 に 紫 外 領 域 の
励 起 光 を 送 り 、 近 紫 外 領 域 の カ ラ ー 画 像 を 撮 影 す る こ と は 全 く で き な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ４ ２ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 血 管 壁 に 存 在 す る 物 質 を カ ラ ー 蛍 光 像 と し て 撮 像 す る た め の 蛍 光 像 取 得 用 血
管 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 血 管 内 に 挿 入 す る フ ァ イ バ ー ス コ ー プ を 内 蔵 し た 誘 導 カ テ ー テ ル
、 蛍 光 を 励 起 す る 励 起 装 置 及 び 蛍 光 像 を 受 像 す る 受 像 装 置 を 有 し 、 励 起 光 を 血 管 内 に 照 射
し て 血 管 内 物 質 が 発 す る 蛍 光 を ２ 次 元 画 像 と し て 観 察 す る 血 管 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 水 銀
キ セ ノ ン ラ ン プ 光 源 、 ラ イ ト ガ イ ド 部 の フ ァ イ バ ー 数 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ 本 、 イ メ ー ジ ガ イ
ド 部 の フ ァ イ バ ー 数 が ７ ０ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ０ 本 で あ る 石 英 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ 、 回 転 式 励 起
フ ィ ル タ ー 及 び 受 光 フ ィ ル タ ー 並 び に 蛍 光 を カ ラ ー ２ 次 元 画 像 と し て 撮 像 す る た め の 高 感
度 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 像 取 得 用 血 管 内 視 鏡 装 置 に 関 す る も
の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 装 置 に よ れ ば 、 広 い 波 長 域 の 蛍 光 を カ ラ ー 画 像 と し て 撮 像 で き 、 コ ラ ー ゲ ン 、
酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ 等 の 血 管 壁 又 は 血 管 内 に 存 在 す る 各 種 物 質 を カ ラ ー で 検 出 す る こ と が 可 能 と な
る 。 こ れ に よ り 、 急 性 心 筋 梗 塞 、 不 安 定 狭 心 症 、 脳 梗 塞 、 閉 塞 性 末 梢 動 脈 硬 化 症 な ど の 動
脈 硬 化 性 疾 患 の 予 知 や 治 療 効 果 が 判 断 で き る こ と に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 装 置 を 説 明 す る 。 尚 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
　 図 １ は 、 本 発 明 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 装 置 の 側 断 面 図 で あ る 。
本 発 明 の 装 置 は 、 血 管 内 に 挿 入 す る フ ァ イ バ ー ス コ ー プ を 内 蔵 し た 誘 導 カ テ ー テ ル ６ 、 蛍
光 を 励 起 す る 励 起 装 置 ａ 、 蛍 光 像 を 受 像 す る 受 像 装 置 ｂ か ら 構 成 さ れ る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 光 源 １ は 、 紫 外 線 領 域 の 光 （ 励 起 光 ） を 発 生 す る 光 源 で あ り 、 水 銀 キ セ ノ ン ラ ン プ が 用
い ら れ る 。 光 源 １ の 前 面 に は 、 光 源 １ か ら 発 せ ら れ た 励 起 光 を 集 光 す る た め の 集 光 レ ン ズ
２ が 配 置 さ れ て い る 。 集 光 レ ン ズ ２ の 前 面 に は 、 励 起 フ ィ ル タ ー ３ を 保 持 す る 円 形 の フ ィ
ル タ ー 板 １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ー 板 １ ３ に は 、 波 長 ３ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の
光 を 透 過 す る 異 な る ７ ～ １ ０ 枚 の 励 起 フ ィ タ ー ３ が 組 み 込 ま れ て お り 、 励 起 フ ィ ル タ ー 変
換 用 ツ マ ミ ５ を 回 す こ と に よ っ て 、 フ ィ ル タ ー 板 １ ３ を 回 転 し 、 励 起 フ ィ ル タ ー ３ を 変 換
す る 。 尚 、 励 起 フ ィ ル タ ー ３ は 、 適 宜 他 の 波 長 の フ ィ ル タ ー と 交 換 が 可 能 な よ う に 脱 着 式
と な っ て い る 。 以 下 に 、 励 起 フ ィ ル タ ー ３ と 受 光 フ ィ ル タ ー １ ０ の 組 み 合 わ せ 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 特 定 波 長 の 励 起 光 は 、 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ を 内 蔵 す る 誘 導 カ テ ー
テ ル ６ に 導 か れ る 。 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ は 、 励 起 装 置 ａ か ら 血 管 腔 に 導 く ラ イ ト ガ イ ド 部
１ ４ と 血 管 腔 か ら 受 像 装 置 （ ｂ ） へ 導 く イ メ ー ジ ガ イ ド 部 ７ か ら な る 。 フ ァ イ バ ー ス コ ー
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プ は 、 石 英 フ ァ イ バ ー が 用 い ら れ 、 フ ァ イ バ ー の 数 は 、 ラ イ ト ガ イ ド 部 に お い て は １ ０ ０
～ ２ ０ ０ 本 、 好 ま し く は １ ０ ０ 程 度 と す る の が よ く 、 イ メ ー ジ ガ イ ド 部 に お い て は ７ ０ ０
０ ～ ９ ０ ０ ０ 本 、 好 ま し く は ８ ０ ０ ０ 本 程 度 と す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 広 い 波 長
域 の 蛍 光 を カ ラ ー 画 像 と し て 撮 像 で き よ う に な る 。
　 誘 導 カ テ ー テ ル と し て は 、 フ レ キ シ ブ ル な 挿 入 チ ュ ー ブ と 当 該 挿 入 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に
一 体 に 連 な る バ ル ー ン 、 生 理 食 塩 水 注 入 用 チ ャ ン ネ ル を 具 備 す る バ ル ー ン カ テ ー テ ル で あ
る の が 好 ま し い 。 当 該 誘 導 カ テ ー テ ル の 外 径 は 、 １ ． ０ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 血 管 腔 に 照 射 さ れ た 励 起 光 に よ り 、 血 管 壁 に 存 在 す る 物 質 （ 例 え ば 、 リ ポ 蛋 白 質 、 コ ラ
ー ゲ ン 等 ） か ら は 蛍 光 が 放 出 さ れ 、 イ メ ー ジ ガ イ ド 部 ７ を 通 じ て 受 像 装 置 ｂ へ 導 か れ る 。
受 像 装 置 ｂ に は 、 励 起 装 置 ａ 部 の 回 転 フ ィ ル タ ー 板 １ ３ と 同 様 の フ ィ ル タ ー 板 １ ５ が 設 置
さ れ 、 当 該 フ ィ ル タ ー 板 １ ５ に は 波 長 ３ ５ ０ ｎ ｍ ～ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 蛍 光 を 透 過 す る ７ ～ １ ０
枚 の 異 な る 受 光 フ ィ ル タ ー １ ０ が 組 み 込 ま れ て い る 。 ま た 、 受 光 フ ィ ル タ ー １ ０ の 後 部 に
は 余 分 な 蛍 光 を 排 除 す る 反 射 板 １ １ を 設 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 受 光 フ ィ ル タ ー １ ０ を 通 過 し た 蛍 光 像 は 、 フ ィ ル タ ー 板 １ ５ の 後 部 に 設 置 さ れ た 、 高 感
度 カ ラ ー デ ジ タ ル カ メ ラ で 受 像 さ れ る 。 高 感 度 カ ラ ー デ ジ タ ル カ メ ラ は 、 露 光 時 間 を １ ０
０ msec以 上 と し た 場 合 に 、 近 紫 外 領 域 の 蛍 光 像 を カ ラ ー ２ 次 元 画 像 と し て 撮 像 で き る も の
で あ れ ば 使 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 「 ３ Ｃ Ｃ Ｄ デ ジ タ ル カ メ ラ Ｃ ７ ７ ８ ０ 」 （ 浜 松 フ ォ ト
ニ ク ス 社 製 ） が 使 用 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 装 置 を 用 い た 血 管 内 物 質 の カ ラ ー 蛍 光 像 取 得 に つ い て 、 以 下 に 示 す 。
試 験 例 １ 　 ヒ ト 摘 出 冠 動 脈 を 用 い た カ ラ ー 蛍 光 像 取 得 実 験
（ ａ ） 冠 動 脈 の 動 脈 硬 化 病 変 （ プ ラ ー ク と 呼 ぶ ） の 自 家 蛍 光 像
　 本 発 明 者 は 、 ヒ ト 冠 動 脈 プ ラ ー ク を 構 成 し て い る 主 な 物 質 の 自 家 蛍 光 を 調 べ 、 表 ２ に 示
し た ご と き 成 績 を 得 て い る 。 そ こ で 、 そ れ を 根 拠 に し て 、 本 発 明 装 置 を 用 い 、 ヒ ト 摘 出 冠
動 脈 内 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 正 常 の 冠 動 脈 で あ る 。 通 常 の 血 管 内 視 鏡 で は Ａ の ご と く 内 面 は 白 色 で あ る 。 Ｂ
は 、 励 起 フ ィ ル タ ー 360nm受 光 フ ィ ル タ ー 420nmで 取 得 し た カ ラ ー 蛍 光 像 で あ る 。 青 色 を 呈
し で お り 、 コ ラ ー ゲ ン の 蛍 光 に 一 致 す る 。 Ｃ ― Ｄ は 、 顕 微 鏡 写 真 で あ り 、 コ ラ ー ゲ ン 繊 維
が 豊 富 で あ り （ Ｃ ） 、 脂 質 の 沈 着 は 無 く （ Ｄ ） 、 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ を 含 む マ ク ロ フ ァ ー ジ は 見 ら
れ な い 。 す な わ ち 、 表 ３ に 示 し た ご と く 、 励 起 フ ィ ル タ ー 360nm受 光 フ ィ ル タ ー 420nmの 場
合 に 、 コ ラ ー ゲ ン の 蛍 光 で あ る 青 色 を 呈 す る 冠 動 脈 は コ ラ ー ゲ ン 繊 維 が 豊 富 で 脂 質 の 沈 着
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も 無 く 、 安 定 し た 血 管 で あ る こ と を し め す 。 図 ４ の Ａ は 、 通 常 の 血 管 内 視 鏡 で み た プ ラ ー
ク で あ る 。 励 起 フ ィ ル タ ー 360nm、 受 光 フ ィ ル タ ー 420nmで Ｂ の ご と く 黄 色 を 呈 し て い た 。
組 織 学 的 に は 、 コ ラ ー ゲ ン 繊 維 は ほ と ん ど 存 在 せ ず （ Ｃ ） 、 脂 質 の 沈 着 （ Ｄ の 赤 い 部 分 ）
と 石 灰 の 沈 着 （ Ｄ の 黒 い 部 分 ） が あ り 、 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ を 含 む マ ク ロ フ ァ ー ジ が 数 多 く 見 ら れ
た （ Ｅ ） 。 表 ３ に 示 し た ご と く 、 黄 色 を 呈 す る 病 変 で は 、 コ ラ ー ゲ ン が 消 失 し 脂 質 が 沈 着
し 不 安 定 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 励 起 フ ィ ル タ ー 470nm、 受 光 フ ィ ル タ ー 515nmで 取
得 し た 場 合 、 緑 色 の 場 合 コ ラ ー ゲ ン 繊 維 が 豊 富 で あ り 安 定 で あ り 、 黄 色 の 場 合 に は コ レ ー
ゲ ン 繊 維 が 減 少 な い し は 消 失 し て お り 、 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ を 含 有 す る マ ク ロ フ ァ ー ジ が 見 ら れ 、
不 安 定 と 判 断 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ｂ ） 本 発 明 装 置 に よ る ヒ ト 冠 動 脈 プ ラ ー ク に 存 在 す る 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ の 検 出
　 ヒ ト 冠 動 脈 プ ラ ー ク を 構 成 し て い る 主 な 物 質 が 、 表 ４ 及 び ５ に 示 し た ご と く 、 色 素 に よ
り 励 起 さ れ 特 有 の 色 調 の 蛍 光 を し め す こ と を 、 本 発 明 者 は 見 出 し て い る 。 す な わ ち 、 エ バ
ン ス ブ ル ー 、 ナ イ ル ブ ル ー 、 ト リ パ ン ブ ル ー の ３ 色 素 を 用 い る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 物
質 が 識 別 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 装 置 に よ り 、 ヒ ト 冠 動 脈 の 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ の 検 出 が 可 能 で あ る こ と を 確 認 し
た 。
　 図 ５ に 摘 出 ヒ ト 冠 動 脈 内 に エ バ ン ス ブ ル ー を 注 入 し 、 励 起 フ ィ ル タ ー 470nm、 受 光 フ ィ
ル タ ー 515nmで と ら え た 蛍 光 像 を 示 す 。 Ａ は 、 通 常 の 血 管 内 視 鏡 像 で あ り 、 Ｂ は 励 起 フ ィ
ル タ ー 470nm受 光 フ ィ ル タ ー 515nmで と ら え た 蛍 光 像 で あ り 黄 色 を 呈 し て い る 。 す な わ ち 、
コ ラ ー ゲ ン が 欠 如 し て い る こ と を 示 す 。 Ｃ は エ バ ン ス ブ ル ー を 投 与 し た も の で あ り 、 褐 色
部 位 が 見 ら れ る 。 す な わ ち 、 色 調 か ら 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 蛍 光 像 取 得 用 血 管 内 視 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 蛍 光 像 取 得 用 血 管 内 視 鏡 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 血 管 内 視 鏡 装 置 及 び 本 発 明 内 視 鏡 装 置 に よ る 正 常 の 冠 動 脈 像 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 血 管 内 視 鏡 装 置 及 び 本 発 明 内 視 鏡 装 置 に よ る 正 常 の プ ラ ー ク 像 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 内 視 鏡 装 置 に よ る エ バ ン ス -ブ ル ー 投 与 後 の 冠 動 脈 内 の 蛍 光 像 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 水 銀 キ セ ノ ン ラ ン プ
　 ２ 　 集 光 レ ン ズ
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　 ３ 　 励 起 フ ィ ル タ ー
　 ４ 　 石 英 フ ァ イ バ ー 接 続 部
　 ５ 　 励 起 フ ィ ル タ ー 変 換 用 ツ マ ミ
　 ６ 　 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ
　 ７ 　 イ メ ー ジ ガ イ ド 部
　 ８ 　 受 像 フ ィ ル タ ー を 変 換 す る ツ マ ミ
　 ９ 　 送 像 回 路 接 続 部
１ ０ 　 受 光 フ ィ ル タ ー
１ １ 　 反 射 板
１ ２ 　 高 感 度 デ ジ タ ル カ メ ラ
１ ３ 　 フ ィ ル タ ー 板
１ ４ 　 ラ イ ト ガ イ ド 部
１ ５ 　 フ ィ ル タ ー 板
　 ａ 　 励 起 装 置
　 ｂ 　 受 像 装 置
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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